
様式2

まちづくり交付金　事後評価シート

勝田地区

平成２０年１2月

神奈川県横浜市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 149 ｈａ

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値
あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

100%

1.3

1.5

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

道路【市営勝田住宅内歩道整備】、地域生活基盤施設【勝田地区（歩道・広場・案内板）整備】、高次都市施設【勝田地区集会所整備】、公営住宅等整備【市営勝田住宅住戸改善事業】

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

比率
1.0

（807回/年）
H15 1.3

H16

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

バリアフリー化された住宅
の認識度

比率 1.0 H16

1.2 H20

1.2

フォローアップ
予定時期

歴史的資源を活用しネットワークづくりを一層促進するため

目標
達成度

○

1年以内の
達成見込み

1.2

○

H21年6月

歩専道の整備率 ％ 78% H16 100% H20

H20

H20

H22年5月
茅ヶ崎城趾公園整備により、歩専道ネット
ワークを通じた歴史資源利用者が増えた。

H22年6月○

○1.0

指標1

指　標

指標２

比率

地域交流の場となる広場
等の整備

指標４ 歴史資源の認知度

指標３

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値 効果発現要因

（総合所見）
数　　値

 ５）実施過程の評価

住戸改善事業を通して居住者で組織された住戸改善検討委員会等が定常的に活動し、住民同士の地域コミュニテイが活性化した。

その他の
数値指標３

交付期間
の変更

事業活用調査【支え合い活動拠点活用推進事業】、まちづくり活動推進事業【まちのルール普及啓発事業】

新たに追加し
た事業

公園【茅ヶ崎城址公園他１公園整備】

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

指標を追加（指標４）した。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

今後の対応方針等

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

住戸改善事業や歩専道整備によるバリアフ
リーの具体事例により認識度が高まった。

歩専道整備が順調に進んでいる。

評価値は集会所を増設した他団地の例か
ら推定したが、見込み通り十分達成出来る
見通しである。

H21年6月

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

なし

なし

数　　値

平成16年度～平成20年度

平成　　年度～平成　　年度

5,251 百万円

勝田地区

平成16年度から同20年度 平成２０年４月～平成２１年３月事後評価実施時期

神奈川県 市町村名 横浜市

交付対象事業費 国費率



様式２－２　地区の概要

単位：比率 1.0 H16 1.2 H20 1.2 H19

単位：％ 78% H16 100% H20 100% H19

単位：比率
1.0

（807回/年）
H15 1.3 H20 1.3 H19

単位：比率 1.0 H16 1.2 H20 1.5 H19

・高齢化している市営住宅のバリアフリー化を行い、高齢者が住みやすい地域づくりを進める。
・周辺地域に比して整備が進んでいない歩行者空間の整備と、地区内の人々の交流の場として、勝田住宅内の集会所
の再整備を行い、地区内の一体化と活性化を図る。
・地区内外に点在する歴史的資源のネットワークづくりを行い、地域の資源の活用度を高める。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

歩専道の整備率

バリアフリー化された住宅の認識度

地域交流の場となる広場等の整備

歴史資源の認知度

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・今後も、勝田住宅の住戸改善工事を実施し、バリアフリー化された住宅戸数を増やす。
・歩行者ネットワークについては、学校、地域住民、道路管理者等との連携による適切な維持管理を継続していく。
・施設としての公園整備が進んだため、公園を含む歴史資源ネットワークのソフト面の対応を図る。

まちの課題の変化

・市営住宅の住戸改善事業により、快適な住環境を提供することが可能となった。
・歩専道や歩道の整備により、より一層安全で快適な歩行者空間が形成された。
・茅ヶ崎公園の整備により、地区内外を結ぶ歴史資源のネットワークが形成された。

目標値 評価値

勝田地区（神奈川県横浜市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

■基幹事業
公園整備

■基幹事業
公園整備

■基幹事業
道路整備事業（歩通整備）
生活基盤施設整備（公開空地）

■基幹事業
高次都市施設（集会所整備）

凡例 事　業　名 整備内容 規模等
公営住宅ストック
総合改善事業

住戸改善

公園整備 公園整備 2箇所2.77ha
歩行者空間整備 約80m
広場整備 ３箇所
案内サイン設置 ５箇所

自転車駐車場整備 約700台

高次都市施設 集会所整備 １箇所
整備済み歩行者通路 約 3,900m
狭あい道路整備 約830m
住戸改善（21号棟） 20戸

地域生活基盤施設

約 520m

関連事業

道路事業
生活基盤施設

歩行者通路整備

自転車駐車場整備 約700台

950戸

■関連事業
狭あい道路拡幅整備事業

■基幹事業
地域生活基盤施設
（歩道・広場・案内板整備）

■基幹事業
生活基盤施設整備（公開
空地・広場・案内板整備）

■基幹事業
道路整備（歩通整備）
生活基盤施設整備
（公開空地）

■基幹事業　生活基盤施設
整備（案内板・公開空地）

■基幹事業
公営住宅等整備



参考様式

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

勝田地区

平成23年2月

神奈川県横浜市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

割合
1.0

(807回/年)

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

○
□　改善策はそのまま
■　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

1.3

1.2

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期
1年以内の
達成見込み

事後評価

見込み・確定の別

その他の
数値指標１

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

住戸改善事業と同時・一体的に整備した歩
専道は、団地再生として、また高齢化対応
としても効果を発揮しつつある。

1.0 H22年3月
予想以上に利用回
数が減少した。

第二集会所建替工事(22年度)及び第三集
会所改修工事(23年度に予定)の竣工によ
り、利用は増加すると思われる。

指標５

歩専道整備率 ％ 78%

指標４ 歴史資源の認知度 割合 1.0

指標２

指標３
地域交流の場となる広
場等の整備

総合所見

全面的住戸改善事業は間取り変更への不
満の声が一部にあるが、全体的に住民から
好感を持って迎えられている。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

歴史資源のネットワークが計画以上に効
果的に発揮されている。

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

5.4 H22年3月 ○

100% H22年3月

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成度

○

×

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

1.2

計測時期

H22年8月

1.3

1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
バリアフリー化された
住宅の認識度

割合 1.0

100% △

1.2

見込み・確定
の別

1.2 ○

96%

○

目標値

1.5

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策
・残された課題・新たな課題への
対応策
・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

市営住宅の適正管理

団地内歩専道、歩道の適正管理

公園の適正管理

引き続き未済住戸の住戸改善事業を進める。

経常的な維持管理業務

実施した具体的な内容

経常的な維持管理業務

経常的な維持管理業務

適正な状態に保たれている。

適正な状態に保たれている。

今後の課題　その他特記事項

引き続く適正な維持管理業務の推進

引き続く適正な維持管理業務の推進

実施した結果

適正な状態に保たれている。

引き続く適正な維持管理業務の推進

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

未済住戸の住戸改善事業を実施した。 未済50戸の住戸改善事業の実施

具体的内容

22年度末見込みで50戸の未済住戸を残す
のみとなった。

実施時期



都市再生整備計画（清算報告）

勝田
か ち だ

地区

神奈川
か な が わ

県　横浜
よ こ は ま

市

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 149 ha

平成 16 年度　～ 平成 20 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

割合 H16 H20

％ H16 H20

割合 H15 H20

割合 H16 H20

1.3

歴史資源の認知度 古民家等歴史施設の利用度
茅ヶ崎城址公園を整備し、歴史的資源のネットワークを図り利用度
を高める。 1 1.2

地域交流の場となる広場等の整備
地区住民が利用できる集会所と広場を勝田住宅内に整備
し、その集会所の利用回数を計測する。

集会所を地域に分散して整備し、地域交流の場を増やすことによ
り活性化を図る。

1.0
（807回/年）

1.2

歩専道の整備率
既存歩道ネットワークとリンクした
団地内歩専道整備率

人々が活発に交流するために必要な移動空間の整備を行う。 78% 100%

バリアフリー化された住宅の認識度 バリアフリー化住宅に対する地域住民の認識度合い 多様な生活様式を持つ人々が住まえる環境作りに寄与する。 1.0

従前値

　 勝田地区は、土地区画整理事業により整備された港北ニュータウンと、昭和41年から建設された市営勝田住宅とその周辺地区から構成される地区である。と共に、地区内にせせらぎ公園古民家を、また地区に隣接して大塚・歳勝土遺跡公園、歴史博
物館等の歴史的資源を多数を擁している。
　勝田住宅とその周辺は港北ニュータウンに比べて歩行者ネットワーク等の整備が遅れ、かつ高齢化が進んでいるため、必要な整備を行い地域の活性化を図る必要がある。また、個々の歴史的な資源が個別に活用されているため、相互のネットワーク
づくりを形成し、地域の交流を活性化する必要がある。
　このため、勝田住宅の施設改善を進めるとともに、高齢者に対応したバリアフリー化した住宅整備を行う。また、港北ニュータウン内に整備された歩行者ネットワークを拡充する歩行者空間の整備を行い、団地内外の人々が交流できる施設を勝田住宅
内にも整備することにより，双方の地域の一体化と活性化を図る。更に、茅ヶ崎城址公園整備を進めると共に、歴史的資源を相互に結ぶネットワークづくりを図る。

　当地区は、横浜市の中心部から北北西約12kmに位置しており、北東部に市営勝田住宅、西部に茅ヶ崎公園、地区南部に市営地下鉄仲町台駅を含む、約１30haの区域である。地区南西側の「港北ニュータウン」は、昭和40年に市の六大事業の一つとし
て発表され、平成８年９月29日に土地区画整理事業の換地処分公告が行われた。
　地区北東側の「市営勝田住宅」は、昭和41年から46年に建設された築後約40年のもので、内装や給排水等の設備の老朽化が進行し、また高齢者への配慮などがなされていない。そのため、平成15年度より公営住宅ストック総合改善事業における住戸
改善事業を進めている。なお、住戸改善事業等によるバリアフリー化住宅計画については、連合自治会とも合意形成を図っている。
　せせらぎ公園古民家、大塚・歳勝土遺跡公園は既に整備が完了し、現在、茅ヶ崎城址公園整備を含めた歴史的資源のネットワークづくりを図っている。

(1)　勝田住宅は昭和４０年代初頭に建設されたため高齢化が著しく、地域ぐるみの老人対策、バリアフリー化の推進、地域の活性化が課題となっている。
(2)　港北ニュータウンの整備レベルに比べ勝田住宅とその周辺は整備が遅れ、高齢化が進んでいる。また、両地域の人々との交流も不足しており、地域の一体的な整備が必要である。
(3)　地区内外に点在する歴史的な資源の活用が個別に行われているため、地域の資源を活かした資源のネットワークづくりを図り活用度を高める必要がある。

様々な立場の区民が、自ら主体的に参画・交流できるまちづくりを推進する。
（都市マスタープラン都筑区まちづくりプランにおいて、「参画・交流のまちづくり」が街づくりの4つの基本視点の1つに位置づけられている。）
歴史的な資源の整備を進め、ネットワークづくりを推進し、地域交流を促進する。

目標値

都道府県名 神奈川県 横浜市
よこはまし

勝田
かちだ

地区
ちく

計画期間 交付期間 20

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・地区内の建て替えと併行して、狭あい道路の拡幅整備を促進する。
・高齢者が快適に生活できるバリアフリー化した市営住宅へ全面的な改善を行う。
・区民・団体・区役所・区社会福祉協議会などが力を合わせて、地域で支えあえる関係を構築する。

（関連事業）狭あい道路拡幅整備事業
（関連事業）勝田住戸改善事業（公営住宅ストック総合改善事業）（21号棟のみ）
（関連事業）都筑区地域福祉保健計画

方針に合致する主要な事業
・高齢者が快適に生活できるバリアフリー化した市営住宅へ全面的な改善を行う。
・市営住宅整備に合わせ周辺住民も利用できる集会所や広場を整備する。
・市営住宅と集会所、広場をネットする歩行者空間を整備する。歩行者空間は、老人も歩きやすいようにバリアフリー化する。
・市営住宅内及び周辺地域から公園にネットする快適な歩道空間を整備し、地区の主要な街路として道路状況を改善する。
・地区内をネットする歩行者空間の整備を行う。また、必要な案内サインを設置する。
・公園の整備を行う。

（基幹事業）勝田住戸改善事業（公営住宅ストック総合改善事業）
（基幹事業）勝田地区集会所整備事業（高次都市施設事業）
（基幹事業）勝田地区（歩道・広場・案内板）整備事業（地域生活基盤施設事業）
（基幹事業）勝田住宅内歩道整備事業（道路事業）

（基幹事業）茅ヶ崎城趾公園他１公園整備事業（公園事業）

・バリアフリーなど、高齢者が住みやすいまちづくり（既存団地の再生）の仕組みやルールについて、広く地域住民が理解することが出来るよう、パネル展
示等を実施する。

（提案事業）まちのルール普及啓発事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

横浜市 直 19 19 19 19 14 14 14 14
横浜市 直 2.77ha 18 19 18 19 500 500 500 500

河川
下水道

駐車場有効利用システム
横浜市 直 18 20 18 20 15 15 15 15

高質空間形成施設
横浜市 直 1箇所 20 20 20 20 16 16 16 16

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業

横浜市 直 950戸 15 24 16 20 6,347 4,685 4,685 4,685
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業

6,892 5,230 5,230 5,230 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

0

－ 0

横浜市 － H20 H20 H20 H20 1 1 1 1

－ 0

合計 1 1 1 1 …B

合計 5,231
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

隣接土地所有者 700m ○ 未定 未定 84

横浜市 160戸 ○ 16 19 539

横浜市 全戸 ○ 16 22 100

合計 723

全体事業費

狭あい道路拡幅整備事業 勝田地区内

公営住宅等整備(住戸改善） 勝田地区内

都筑区地域福祉保健計画 勝田地区内

事業活用調
査

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

まちづくり活
動推進事業

まちのルール普及啓発事業 － 0

－

－

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

規模

地域創造
支援事業

計 0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

公営住宅等整備 市営勝田住宅住戸改善事業 0

住宅市街地
総合整備
事業

高次都市施設 勝田地区集会所整備

勝田地区（歩道・広場・案内板）整備

公園 茅ヶ崎城址公園他１公園整備

細項目 うち民負担分

地域生活基盤施設

道路 市営勝田住宅内歩道整備

0.4

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付限度額

交付期間内事業期間

2,092 国費率

事業 事業箇所名

交付対象事業費 5,231
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